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論 文 内 容 要 旨 










非興奮性細胞では膜電位変化がない為，細胞内 Ca2+ストアが枯渇した時に開口する特徴的な Ca2+ 
Release-Activated Ca2+（CRAC）チャネルが細胞外から細胞内へCa2+を流入させて，Ca2+濃度上昇を引き起こし








はユージノール非感受性であった．89％のユージノール感受性部分の IC50値は 0.23 mM，ヒル係数は 2.5であ
り，CRAC電流より脱顆粒の方が低濃度のユージノールで抑制されることが判明した．更に，Ca2+イオノフォア
を用いた実験から，脱顆粒に関わるSNARE (soluble N-ethylmaleimide-sensitive factor attachment protein 
receptors) タンパク質に対しユージノールは無効であることが判明した．これらのことから，ユージノール
は炎症時に活性化する CRAC チャネルによる Ca2+流入を抑制することが薬理作用機序のひとつであり，その結
果，脱顆粒・ヒスタミン遊離を遮断し消炎・鎮痛効果を発揮する可能性が示唆された． 
 
 
 
 
